
今年度の見学会は、
昨年竣工した大名古屋ビルヂング内にあるTOTOテクニカルセンター名古屋。
平成21年から本丸御殿の復元工事が始められた名古屋城。
ノリタケカンパニーの赤レンガ工場を再利用したノリタケの森。
近代化産業遺産に認定されたトヨタ産業技術記念館の4か所を総勢３３名で見学して参りました。

【大名古屋ビルヂング・TOTOテクニカルセンター名古屋】
大名古屋ビルヂングは、2020東京オリンピックのエンブレムをデザインした野老朝雄氏
が手掛けた低層階ファサードや旧建物の看板を再利用したエントランスはシックな感じが
とても魅力的でした。ＴＯＴＯテクニカルセンター名古屋内は最新の設備を分かりやすく
展示されていて、実施設計を行う際に改めて訪れたいショールームでした。

【名古屋城】
名古屋城は平成21年1月から本丸御殿の復元工事が開始され、平成25年5月に玄関・
表書院、平成28年6月に対面所が公開されたばかりの状況を見学致しました。
床の間や襖には重要文化財の復元が精巧になされており、天井から床までの細かな
ディティールは驚かされる所ばかりでした。尚、名古屋城の整備状況については、ＨＰ
に詳しく掲載されており、勉強してからもう一度訪れたい場所となりました。

【ノリタケの森・トヨタ産業技術記念館】
トヨタ産業技術記念館は豊田自動織機製作所栄生工場を産業遺産として保存し、
繊維機械と自動車の技術を後世に伝えるものとなっております。
また、赤レンガ造りの建物は近代化産業遺産にも認定されております。
ノリタケの森は洋食器で有名なノリタケの工場跡地を再利用されており、トヨタ産業記念館
の隣接地に位置しております。こちらも赤レンガ造りの工場を再利用しており、昭和初期を
感じる施設となっていました。煙突をカットしたモニュメントも印象的でした。

今回の見学会は歴史的建造物から現代建築までを幅広く勉強する事ができました。
見学会で得た知識を今後の仕事に活かし、歴史的に残せるような仕事をしていきたいと強く感じました。
最後になりますが、企画を行って頂いた事業研修委員会の皆さまお疲れ様でした。
来年も『来てよかった！』と思える企画を期待しております。
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